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研
究
の
入
り
口
は
、
大
正
か
ら
昭
和
に

か
け
て
幅
広
い
分
野
で
活
躍
し
た
佐
藤
春

夫
の
文
学
で
す
。
現
実
に
対
す
る
批
評
精

神
と
実
験
性
に
富
む
多
彩
な
創
作
物
は
、

多
面
体
と
し
て
の
人
間
の
複
雑
さ
と
、
そ

こ
か
ら
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
可
能
性

を
体
現
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
現
実
の
中
で
揺
れ
な
が
ら
、

さ
ま
ざ
ま
に
分
裂
し
た
自
己
を
抱
え
て

生
き
て
い
ま

す
。
そ
う
し

た
多
面
性
は

現
実
の
中
で

生
き
る
術
と

し
て
重
要
で

あ
り
、
揺
れ

続
け
る
こ
と

に
こ
そ
現
実

変
革
に
つ
な

が
る
可
能
性

も
見
い
だ
せ

る
と
考
え
て

い
ま
す
。
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そ
し
て
、
現
実
の
中
で
揺
れ
続
け
る
文

学
表
現
へ
の
関
心
の
延
長
線
上
に
は
、
現

在
進
行
形
の
〈
今
〉
を
強
く
反
映
し
た
現

代
文
学
へ
の
関
心
が
あ
り
ま
す
。
２
０
１

１
年
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
と
福
島
原

発
の
事
故
と
同
様
に
、
20
年
の
コ
ロ
ナ
禍

も
ま
た
日
本
社
会
の
あ
り
方
を
大
き
く
変

え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
現
実
の
変

化
と
日
本
文
学
は
ど
う
向
き
合
っ
て
い
け

る
の
か
が
、
現
在
の
私
の
重
要
な
研
究
テ

ー
マ
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
文
学
は
虚
構
で
あ
り
、
現
実
を
そ
の
ま

ま
映
す
鏡
で
は
な
い
か
ら
こ
そ
、
現
実
の

拘
束
を
離
れ
て
そ
の
深
層
に
迫
り
、
別
の

現
実
の
可
能
性
を
開
く
鍵
を
見
い
だ
せ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
そ
の

鍵
を
手
に
入
れ
る
こ
と
で
、
私
た
ち
は
よ

り
自
由
に
柔
軟
に
今
を
生
き
る
こ
と
が
で

き
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
日
本
文

学
が
ど
の
よ
う
に
現
実
と
切
り
結
ぶ
こ
と

が
で
き
る
か
を
見
据
え
な
が
ら
研
究
を
続

け
、
豊
か
な
文
学
の
世
界
を
学
生
の
皆
さ

ん
と
共
有
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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９
月
号
７
面

「
南
東
北
大
学

野
球
秋
季
リ
ー
グ
戦
」
の
記

事
で
「
渋
谷
俊
哉
さ
ん
（
経

営
３
・
青
森
県
青
森
山
田

高
）」
と
あ
る
の
は
、「
渋
谷

祐
太
郎
さ
ん
（
経
営
２
・
宮

城
県
築
館
高
）」
の
誤
り
で

し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し

ま
す
。

訂
　
正
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宮城県石巻市
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石巻専修大学
広報係

最新の
情報は
大学HPで。

☞

川
日
菜
さ
ん
（
人
間
１
・
青

森
県
弘
前
学
院
聖
愛
高
）、

樋
口
亜
沙
美
主
将
（
経
営
４

・
山
形
県
山
形
城
北
高
）が
エ

ン
ト
リ
ー
し
た（
出
走
順
）。

　
齋
藤
さ
ん
は
、
１
区
で
２

年
連
続
と
な
る
区
間
賞
を
獲

得
し
た
。
樋
口
主
将
は
「
ベ

ス
ト
な
状
態
で
本
選
を
迎
え

ら
れ
る
よ
う
に
調
整
し
、
応

援
し
て
く
れ
て
い
る
皆
さ
ん

に
良
い
走
り
を
見
せ
た
い
」

と
話
し
た
。

３
年
連
続
５
回
目

杜
の
都
駅
伝
出
場

　
第
38
回
全
日
本
大
学
女
子

駅
伝
対
校
選
手
権
大
会
（
杜

の
都
駅
伝

10
月
25
日
、
宮

城
県
仙
台
市
）
の
東
北
地
区

代
表
選
考
会
が
９
月
28
日
、

岩
手
県
北
上
市
総
合
運
動
公

園
で
行
わ
れ
た
。
女
子
競
走

部
が
１
時
間
55
分
９
秒
で
総

合
２
位
と
な
り
、
３
年
連
続

５
回
目
と
な
る
杜
の
都
駅
伝

出
場
を
決
め
た
。

　
代
表
選
考
会
は
駅
伝
方
式

で
行
わ
れ
、
３
人
１
組
、
２

チ
ー
ム
の
合
計
タ
イ
ム
で
順

位
を
競
う
。

　
本
学
か
ら
は
Ａ
チ
ー
ム
に

齋
藤
凜
さ
ん
（
経
営
２
・
宮

城
県
聖
和
学
園
高
）、
フ
ォ

ッ
ク
ス
真
島
新
菜
さ
ん
（
経

営
１
・
青
森
県
八
戸
学
院
光

星
高
）、
千
葉
彩
有
花
さ
ん

（
人
間
３
・
宮
城
県
常
盤
木

学
園
高
）、
Ｂ
チ
ー
ム
に
佐

藤
亜
海
さ
ん
（
経
営
２
・
宮

城
県
聖
和
学
園
高
）、
長
谷

区
間
賞
を
獲
得
し
た
齋
藤
さ
ん
（
右
）

　
石
巻
専
修
大
学
名
誉
教
授

称
号
記
授
与
式
が
９
月
８
日

に
行
わ
れ
、
芳
賀
信
幸
元
理

工
学
部
教
授
、
山
本
憲
一
元

理
工
学
部
教
授
、
吉
原
章
元

理
工
学
部
教
授
に
名
誉
教
授

称
号
記
が
授
与
さ
れ
た
。

　
授
与
式
で
尾
池
守
学
長

は
、
３
氏
の
本
学
へ
の
多
大

な
る
貢
献
に
対
し
て
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
た
。

　
今
回
の
授
与
に
よ
っ
て
、

本
学
の
名
誉
教
授
称
号
記
授

与
者
は
29
人
と
な
っ
た
。

３氏に名誉教授称号記

称号記を授与された山本元教授、吉原元教授、

芳賀元教授（右から）

実
験
・
実
習
は
対
面
形
式

後期授業スタート
感染症対策ガイドラインを策定

　
石
巻
専
修
大
学
の
後
期
授

業
が
９
月
23
日
か
ら
始
ま
っ

た
。

　
こ
れ
に
先
立
ち
本
学
で
は

「
後
期
授
業
の
運
営
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
を
策
定
。
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
は
手
洗
い
や
手
指

消
毒
、
マ
ス
ク
着
用
、
換
気

な
ど
の
基
本
的
な
感
染
症
対

策
に
加
え
、「
３
つ
の
密
」

を
避
け
、「
新
し
い
生
活
様

式
」
を
教
育
研
究
活
動
に
取

り
入
れ
る
こ
と
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
。
後
期
授
業
は
こ
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、

非
対
面
授
業
を
継
続
し
な
が

ら
、
実
験
・
実
習
系
の
科
目

や
大
学
施
設
を
使
わ
な
い
と

実
施
で
き
な
い
科
目
な
ど
で

対
面
授
業
を
行
っ
て
い
く
。

現
在
、
対
面
授
業
を
行
っ
て

い
る
科
目
は
全
体
の
半
数
を

超
え
る
。

　
三
森
敏
正
教
授
の
ゼ
ミ
に

出
席
し
た
森
泰
喜
さ
ん
（
経

営
２
・
宮
城
県
美
田
園
高
）

は
、
今
年
度
初
と
な
っ
た
対

面
授
業
を
振
り
返
り
、「
今

年
か
ら
始
ま
る
ゼ
ミ
を
楽
し

み
に
し
て
い
た
。
前
期
は
す

べ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
だ
っ
た
の

で
、
よ
う
や
く
ゼ
ミ
生
と
顔

を
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
て

う
れ
し
い
。
人
と
触
れ
合
う

こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
実

感
し
た
」
と
話
し
た
。

　
一
部
の
実
験
・
実
習
で

は
、
大
学
の
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ

ー
で
製
作
し
た
フ
ェ
ー
ス
シ

ー
ル
ド
を
着
用
し
、
感
染
予

防
の
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

　
フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル
ド
の
製

作
は
、
理
工
学
部
機
械
工
学

科
の
高
橋
智
准
教
授
が
中
心

と
な
っ
て
進
め
た
。
対
面
授

業
の
再
開
を
見
据
え
て
５
月

か
ら
検
討
を
開
始
し
、
約
１

カ
月
で
１
２
０
個
を
製
作
。

教
員
、
学
生
に
配
布
さ
れ
、

現
在
は
工
作
実
習
や
機
械
工

学
実
験
、
自
動
車
関
連
の
実

習
な
ど
で
使
用
し
て
い
る
。

　
設
計
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
、

眼
鏡
着
用
者
の
使
用
も
考
慮

し
た
ほ
か
、
シ
ー
ル
ド
が
曇

ら
な
い
よ
う
に
し
た
り
、
名

前
カ
ー
ド
を
差
し
込
む
部
分

を
つ
く
っ
て
個
人
管
理
が
で

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
で
製
作
し
た

フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル
ド
を
つ
け
て

機
械
工
学
の
実
習
に
取
り
組
む

学
生

10
月
７
日

学
内
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
で

フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル
ド
製
作

き
る
よ
う
に
し
た
り
す
る
な

ど
、
随
所
に
工
夫
を
凝
ら
し

た
。
組
み
立
て
に
は
機
械
工

学
科
の
学
生
も
参
加
し
た
。

　
高
橋
准
教
授
は
「
こ
の
フ

ェ
ー
ス
シ
ー
ル
ド
が
感
染
症

　
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
続
く

な
か
、
１
年
次
生
に
と
っ
て

待
望
の
実
習
が
８
月
下
旬
に

実
施
さ
れ
た
。
石
巻
の
自
然

豊
か
な
フ
ィ
ー
ル
ド
で
行
わ

れ
た
実
習
に
は
、
理
工
学
部

生
物
科
学
科
の
１
年
次
生
69

人
が
参
加
。
こ
れ
ま
で
に
机

上
で
学
ん
だ
知
識
を
、
実
地

で
体
感
す
る
貴
重
な
機
会
と

な
っ
た
。

　
生
物
科
学
科
に
は
「
海
洋

生
物
」「
動
物
」「
植
物
」
の

３
コ
ー
ス
が
あ
り
、
各
分
野

の
実
習
が
実
施
さ
れ
た
。

　
８
月
22
日
に
行
わ
れ
た
海

洋
実
習
で
は
、
大
学
近
郊
の

渡
波
海
岸
で
潮
間
帯
に
お
け

対
策
の
一
助
に
な
れ
ば
幸

い
。『
新
し
い
生
活
様
式
』

の
も
と
大
学
生
活
を
快
適
に

過
ご
せ
る
よ
う
、
今
後
も
機

械
工
学
科
の
技
術
を
提
供
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

る
生
物
の
分
布
を
調
査
。
胴

長
を
着
て
海
に
入
り
、
海
洋

生
物
の
採
取
に
も
挑
戦
し

た
。
26
日
の
動
物
実
習
で

は
、
水
田
な
ど
か
ら
サ
ン
プ

ル
を
集
め
、
顕
微
鏡
を
使
っ

て
ミ
ジ
ン
コ
や
繊
毛
虫
の
観

察
を
行
っ
た
。
28
日
に
は
大

学
の
演
習
林
に
も
な
っ
て
い

る
ト
ヤ
ケ
森
山
で
植
物
実
習

を
実
施
。
植
物
を
採
取
し
、

実
験
室
で
葉
脈
や
気
孔
を
観

察
し
た
。
３
日
間
の
実
習
を

通
じ
て
学
生
た
ち
は
、
初
め

て
顔
を
合
わ
せ
た
同
級
生
や

教
員
と
の
会
話
を
楽
し
み
な

が
ら
生
物
科
学
へ
の
興
味
を

深
め
た
。

　
同
学
科
で
は
、
７
月
か
ら

９
月
に
か
け
て
、
２
、
３
年

次
生
を
対
象
と
し
た
実
習
も

実
施
。
学
生
た
ち
は
、
豊
富

生
物
科
学
科

待
望
の
野
外
実
習

渡
波
海
岸
の
生
物
に
つ
い
て
⻆

田
出
教
授
（
右
）
の
説
明
を
聞

く
学
生
た
ち
（
海
洋
実
習
）

農
業
用
水
路
か
ら
サ
ン
プ
ル
を
採
取（
動
物
実
習
）

な
実
習
を
通
し
て
、
専
門
性

を
高
め
て
い
る
。


